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おくのえいこ県政報告

　

短
夜
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
、
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
期
目
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
自
民
党
富
山
県
連
お
よ
び
県
議
会
自
民

党
会
派
の
政
務
調
査
会
副
会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
政
務
調
査
会
（
政

調
会
）
は
、
政
策
や
予
算
の
自
民
党
案
を
取
り
ま
と
め
る
部
署
で
あ
り
、
政

調
会
で
取
り
ま
と
め
た
案
を
元
に
、
自
民
党
県
連
お
よ
び
会
派
と
し
て
県
当

局
や
国
に
対
し
、
提
案
、
要
望
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
非
常

に
大
き
な
責
任
を
負
う
部
署
で
あ
り
ま
す
が
、
よ
り
良
い
政
策
が
提
言
で
き

る
よ
う
精
一
杯
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。

　

一
方
、
県
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
教
育
警
務
常
任
委
員
会
の
副
委

員
長
を
務
め
ま
す
。
一
期
目
に
提
案
し
、
今
年
度
か
ら
導
入
が
決
ま
っ
て
い

る
特
別
支
援
教
育
の
充
実
の
た
め
の
教
員
採
用
選
考
検
査
に
お
け
る
加
点
制

度
等
、
新
制
度
が
軌
道
に
乗
る
よ
う
、
引
き
続
き
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
節
目
に
、
改
め
て
皆
様
へ
日
頃
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
と
も
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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特
別
支
援
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

本
県
に
お
け
る
公
立
小
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
の
数
は
、
10
年
前
の
平
成
17
年
度
は
、

小
中
学
校
合
わ
せ
て
２
９
０
学
級
で
あ
っ
た
が
、
平
成
26
年
度
は
４
５
９
学
級
と
、
こ
の

10
年
間
で
約
1.5
倍
、
人
数
は
１
２
５
６
人
と
５
倍
に
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
特
別
支
援
学
級
の
担
任
の
う
ち
、
特
別
支
援
の
免
許
状
を
保
有
す
る
教
員
は
１
２

５
人
で
、
保
有
率
は
27
・
２
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
文
部
科
学
省
は
、
免
許
状
を
保
有
し

て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
通
達
し
て
い
る
。
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特
別
支
援
教
育
の
専
門
教
員
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
る
現
状
を
ど
う
捉
え

て
い
る
の
か
。
ま
た
今
後
ど
の
よ
う
に
増
加
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

Ｑ
．

Ａ
．

平
成
27
年
度
の
教
員
採
用
選
考
検
査
か
ら
は
、
特
別
支
援
の
免

許
を
保
有
す
る
受
検
者
に
５
点
を
加
点
す
る
制
度
を
導
入
し
、
免

許
保
有
者
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。
同
時
に
現
職
教
員
を
対
象
に
、

平
成
27
年
度
か
ら
11
年
次
研
修
に
お
い
て
特
別
支
援
学
校
に
学
ぶ

体
験
研
修
を
３
日
間
実
施
す
る
な
ど
、
小
・
中
・
高
校
全
て
の
教

員
が
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
・
技
能
を
身
に
付

け
る
よ
う
研
修
を
大
幅
に
充
実
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

教
育
長

教
育
長介

護
人
材
の
養
成
・
確
保
に
つ
い
て

少
子
高
齢
化
時
代
を
迎
え
、
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
が
75
歳
に
達
す
る
２
０
２
５
年
ま

で
に
、
介
護
に
携
わ
る
人
材
は
、
全
国
で
１
０
０
万
人
の
増
員
が
必
要
と
試
算
さ
れ
て
い

る
。
（
本
県
で
は
７
０
０
０
人
の
人
材
不
足
が
見
込
ま
れ
て
い
る
）

介
護
の
現
場
で
は
人
材
不
足
か
ら
、
介
護
福
祉
士
の
有
資
格
者
、
も
し
く
は
旧
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
２
級
程
度
の
初
任
者
研
修
修
了
者
と
無
資
格
者
が
混
在
し
て
い
る
状
態
で
あ
り
、

小
規
模
の
と
こ
ろ
な
ど
は
、
有
資
格
者
も
無
資
格
者
も
職
務
実
態
は
、
ほ
ぼ
同
じ
と
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
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介
護
施
設
で
働
く
有
資
格
者
を
増
や
す
た
め
に
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
構
築
な

ど
、
資
格
の
所
有
が
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
る
よ
う
な
取
組
み
が
必
要
と
考

え
る
が
、
ど
う
か
。

Ｑ
．

Ａ
．

介
護
現
場
で
有
資
格
者
数
を
増
や
し
て
い
く
た
め
に
は
、
職
位
・
職
責
等
に
応
じ
た
任

用
要
件
と
賃
金
体
系
（
い
わ
ゆ
る
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
）
な
ど
、
資
格
が
適
正
に
評
価
さ
れ
る

仕
組
み
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
処
遇
改
善
加
算
を
取
得
す
る
事
業
所
に
お

い
て
も
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
整
備
率
は
約
５
割
に
留
ま
っ
て
い
る
。
県
で
は
、
社
会
保
険

厚
生
部
長

厚
生
部
長

脳
性
ま
ひ
等
の
重
症
児
や
発
達
障
が
い
児
等
へ
の
支
援
拠
点
と
し
て
期
待
さ

れ
る
「
富
山
県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
・
こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が

１
月
に
開
業
見
込
み
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
あ
る
施
設
、
運
営
と
す

る
の
か
。

Ｑ
．

Ａ
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障
が
い
児
を
支
援
す
る
た
め
の
「
こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、「
医
療
用
ガ
ス
、

生
体
モ
ニ
タ
ー
を
備
え
た
重
症
児
専
用
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
整
備
」、「
病
院
部
門
と
こ
ど
も
支

援
部
門
と
が
ひ
と
つ
の
施
設
と
し
て
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
、
医
師
、
看
護
師
、
訓
練

士
等
に
よ
る
重
症
児
に
対
す
る
チ
ー
ム
医
療
の
充
実
」、「
重
症
児
を
抱
え
る
親
に
対
す
る

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
養
育
指
導
等
を
行
う
た
め
の
親
子
入
所
室
の
設
置
」、「
重
症
児
の
家

族
の
病
気
、
一
次
的
な
休
息
等
に
対
応
す
る
た
め
の
専
用
の
短
期
入
所
病
床
の
確
保
」
を

行
い
、
重
症
児
に
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
へ
の
支
援
を
充
実
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
多
様
な
障
が
い
へ
の
対
応
を
強
化
す
る
た
め
、「
児
童
精
神
科
医
に
よ
る
発
達

障
が
い
児
へ
の
診
断
や
支
援
の
充
実
」、「
難
聴
児
の
聴
力
確
保
の
た
め
の
検
査
・
訓
練
の

充
実
」、「
高
い
専
門
性
が
必
要
と
さ
れ
る
障
が
い
児
歯
科
の
新
設
」
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
障
が
い
児
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
必
要
な
訓
練
等
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
は
じ
め
と
し
た
各
施
設
や
市
町
村
へ
の
支
援
機
関
と

し
て
取
り
組
み
た
い
。
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障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
の
自
立
支
援
と
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
に
、
放
課
後
や
夏
休
み
等
の
長
期
休
暇
中
、
生
活
能
力
向
上

の
た
め
の
訓
練
等
を
継
続
的
に
提
供
す
る
こ
と
で
自
立
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
放
課
後

等
の
居
場
所
づ
く
り
を
担
う
の
が
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
も
と
よ
り
、
年
齢
や
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
す
る
と
い
う
富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ
て
も
、
障
が
い
特

性
や
専
門
人
員
の
面
か
ら
、
情
緒
障
が
い
が
あ
る
児
童
生
徒
は
受
け
入
れ
困
難
と
判
断
さ

れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

現
在
、
県
内
で
は
、
21
事
業
所
（
定
員
２
２
５
人
）
で
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
実

施
さ
れ
て
お
り
、
富
山
県
障
害
者
計
画
に
よ
る
と
、
平
成
30
年
度
末
ま
で
に
30
か
所
の
整

備
を
目
標
と
し
て
い
る
。

Ｐ
I
C
K 

U
P　

障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
が
学
校
の
放
課
後
に
過
ご
せ
る
場
所
と
し
て
、
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
も
っ
と
整
備
す
べ
き
と
考
え
る
。

Ｑ
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事
業
を
開
始
す
る
事
業
者
は
、
多
く
が
N
P
O
法
人
等
の
小
規
模
な
民
間
団
体
で
あ
り
、

初
期
経
費
等
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
や
、
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
を
支
援
す
る
人
材
が

必
要
な
こ
と
か
ら
、
27
年
度
か
ら
開
設
に
要
す
る
初
度
調
弁
等
に
対
す
る
助
成
制
度
を
創

設
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
生
活
環
境
へ
の
著
し
い
不
適
応
行
動
を
示
す
児
童
生
徒
へ
の
適
切
な
支
援
が
行
わ

れ
る
よ
う
事
業
所
の
職
員
向
け
の
基
礎
研
修
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
27
年
度
か
ら

は
、
個
別
ケ
ー
ス
に
応
じ
た
適
切
な
支
援
方
法
を
習
得
す
る
た
め
の
実
践
研
修
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
、
事
業
者
等
へ
支
援
し
て

い
く
。

厚
生
部
長

厚
生
部
長

特
別
支
援
学
校
教
諭
免
許
状
の
取
れ
る
大
学
や
新
た
に
取
得
可
能
な
学
科
を

創
設
し
た
大
学
等
を
重
点
的
に
訪
問
し
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。

Ｑ
．

Ａ
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特
別
支
援
学
校
教
諭
免
許
状
が
取
得
可
能
な
大
学
は
、
現
在
、
国
公
立
・
私
立
を
合
わ

せ
て
、
全
国
で
１
４
０
大
学
あ
る
。
こ
の
内
、
こ
こ
３
年
間
で
、
新
た
に
特
別
支
援
学
校

教
諭
の
免
許
状
の
取
得
が
可
能
な
学
科
を
創
設
し
た
大
学
は
17
大
学
あ
る
。

現
在
、
加
点
制
度
の
Ｐ
Ｒ
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
お
り
、
近
日
中
に
全
国
の
大

学
に
送
付
す
る
と
と
も
に
、
県
内
の
全
て
の
小
・
中
・
高
校
・
特
別
支
援
学
校
へ
配
布
す
る
。

ま
た
、
今
年
は
特
別
支
援
免
許
が
取
得
可
能
な
大
学
を
積
極
的
に
訪
問
し
、
加
点
制
度
を

Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
し
て
、
特
別
支
援
の
免
許
取
得
を
促
進
し
、
一
人
で
も
多
く
受
検
し
て
も

ら
う
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

教
育
長

教
育
長

特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
向
け
た
意
気
込
み
を
問
う
。

ま
た
事
業
実
施
に
あ
た
り
、
特
別
支
援
学
級
数
に
占
め

る
担
任
の
免
許
状
保
有
割
合
な
ど
の
目
標
を
定
め
、
計

画
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。
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加
点
制
度
導
入
を
契
機
と
し
て
、
よ
り
多
く
の
大
学
生
等
に
特
別
支
援
の
免
許
を
取
得

し
て
も
ら
い
、
本
県
の
教
員
の
特
別
支
援
免
許
保
有
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

平
成
27
年
度
は
「
特
別
支
援
教
育
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
教
員
研
修
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
、
各
高
校
を
巡
回

し
て
指
導
助
言
を
行
う
専
門
の
指
導
員
を
２
名
配
置
し
、
高
校
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育

の
充
実
を
図
る
。

目
標
設
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
、
関
係
機
関
や
有
識
者
等
で
構
成
す
る
特
別
支

援
教
育
推
進
協
議
会
を
設
置
し
、
教
員
の
専
門
性
を
向
上
さ
せ
て
い
く
方
策
な
ど
に
つ
い

て
、
十
分
に
検
討
す
る
。

知
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３
月
５
日（
木
）

３
月
５
日（
木
）

労
務
士
を
事
業
所
に
派
遣
し
て
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
整
備
を
支

援
す
る
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
県
内
事
業
所
で
の
介
護
福
祉
士
の
従
事
状
況
は
、
26

年
４
月
１
日
現
在
で
、
民
間
社
会
福
祉
事
業
所
の
介
護
職

員
９
７
２
２
人
の
う
ち
、
介
護
福
祉
士
は
５
５
１
３
人
、

57
％
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
27
年
度
報
酬
改
定
で
は
、
介
護
福
祉
士
の
配
置
を

促
進
す
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
強
化
加
算
に
、
配

置
割
合
に
応
じ
た
よ
り
高
い
加
算
区
分
が
創
設
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
加
算
制
度
に
つ
い
て
事
業
所
へ
の
周
知
に

努
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
サ
ポ
ー
ト

事
業
を
実
施
し
て
、
よ
り
多
く
の
有
資
格
者
が
や
り
が
い

を
持
っ
て
介
護
現
場
で
働
け
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

厚
生
労
働
省
は
、
『
職
場
に
お
け
る
腰
痛
予
防
対
策
指
針
』
の
中
で
、
腰
部
に
著
し
い

負
担
の
か
か
る
作
業
の
軽
減
の
た
め
に
、
「
作
業
を
自
動
化
、
又
は
機
械
化
す
る
こ
と
」
、

「
適
切
な
補
助
機
器
等
を
導
入
す
る
こ
と
」
を
推
奨
し
て
い
る
。

ま
た
扱
う
重
量
は
、
成
人
男
性
で
あ
れ
ば
体
重
の
40
％
以
下
、
女
性
で
あ
れ
ば
男
性
の

60
％
程
度
と
す
る
よ
う
明
記
さ
れ
て
い
る
。
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本
県
の
介
護
現
場
に
お
け
る
介
護
補
助
機
器
の
導
入
状
況
は
ど
う
か
、
ま
た
、

そ
の
普
及
に
向
け
た
支
援
策
に
つ
い
て
。

Ｑ
．

Ａ
．

介
護
現
場
に
お
け
る
介
護
補
助
機
器
の
導
入
は
、
良
質
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
身
体
的
な

負
担
が
大
き
い
労
働
環
境
の
改
善
、
ひ
い
て
は
職
員
の
定
着

を
促
進
す
る
な
ど
、
大
変
効
果
が
高
い
も
の
と
考
え
る
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
16
施
設
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

電
動
ベ
ッ
ド
は
全
て
の
施
設
で
導
入
さ
れ
て
い
た
が
、
入
所

者
を
体
位
変
換
す
る
時
に
使
用
す
る
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
シ
ー

ト
は
13
施
設
、
ベ
ッ
ド
か
ら
移
動
す
る
際
に
使
用
す
る
ス
ラ

イ
デ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド
は
11
施
設
、
施
設
内
で
の
移
動
な
ど
で

使
用
す
る
リ
フ
ト
は
10
施
設
に
留
ま
っ
て
い
た
。

26
年
度
か
ら
は
、
介
護
環
境
改
善
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
８
法
人
に
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
と
し
て
、
癒
し
系

ロ
ボ
ッ
ト
の
「
パ
ロ
」
や
、
介
助
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
自

立
型
歩
行
用
リ
フ
ト
が
導
入
さ
れ
、
６
法
人
に
事
務
効
率
化

の
た
め
の
情
報
共
有
ソ
フ
ト
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
が
導
入

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
引
き
続
き
介
護
現
場
で
の
介
護
機

器
導
入
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

厚
生
部
長

厚
生
部
長
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特
別
支
援
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

本
県
に
お
け
る
公
立
小
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
の
数
は
、
10
年
前
の
平
成
17
年
度
は
、

小
中
学
校
合
わ
せ
て
２
９
０
学
級
で
あ
っ
た
が
、
平
成
26
年
度
は
４
５
９
学
級
と
、
こ
の

10
年
間
で
約
1.5
倍
、
人
数
は
１
２
５
６
人
と
５
倍
に
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
特
別
支
援
学
級
の
担
任
の
う
ち
、
特
別
支
援
の
免
許
状
を
保
有
す
る
教
員
は
１
２

５
人
で
、
保
有
率
は
27
・
２
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
文
部
科
学
省
は
、
免
許
状
を
保
有
し

て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
通
達
し
て
い
る
。
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特
別
支
援
教
育
の
専
門
教
員
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
る
現
状
を
ど
う
捉
え

て
い
る
の
か
。
ま
た
今
後
ど
の
よ
う
に
増
加
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

Ｑ
．

Ａ
．

平
成
27
年
度
の
教
員
採
用
選
考
検
査
か
ら
は
、
特
別
支
援
の
免

許
を
保
有
す
る
受
検
者
に
５
点
を
加
点
す
る
制
度
を
導
入
し
、
免

許
保
有
者
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。
同
時
に
現
職
教
員
を
対
象
に
、

平
成
27
年
度
か
ら
11
年
次
研
修
に
お
い
て
特
別
支
援
学
校
に
学
ぶ

体
験
研
修
を
３
日
間
実
施
す
る
な
ど
、
小
・
中
・
高
校
全
て
の
教

員
が
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
・
技
能
を
身
に
付

け
る
よ
う
研
修
を
大
幅
に
充
実
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

教
育
長

教
育
長介

護
人
材
の
養
成
・
確
保
に
つ
い
て

少
子
高
齢
化
時
代
を
迎
え
、
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
が
75
歳
に
達
す
る
２
０
２
５
年
ま

で
に
、
介
護
に
携
わ
る
人
材
は
、
全
国
で
１
０
０
万
人
の
増
員
が
必
要
と
試
算
さ
れ
て
い

る
。
（
本
県
で
は
７
０
０
０
人
の
人
材
不
足
が
見
込
ま
れ
て
い
る
）

介
護
の
現
場
で
は
人
材
不
足
か
ら
、
介
護
福
祉
士
の
有
資
格
者
、
も
し
く
は
旧
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
２
級
程
度
の
初
任
者
研
修
修
了
者
と
無
資
格
者
が
混
在
し
て
い
る
状
態
で
あ
り
、

小
規
模
の
と
こ
ろ
な
ど
は
、
有
資
格
者
も
無
資
格
者
も
職
務
実
態
は
、
ほ
ぼ
同
じ
と
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
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介
護
施
設
で
働
く
有
資
格
者
を
増
や
す
た
め
に
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
構
築
な

ど
、
資
格
の
所
有
が
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
る
よ
う
な
取
組
み
が
必
要
と
考

え
る
が
、
ど
う
か
。

Ｑ
．

Ａ
．

介
護
現
場
で
有
資
格
者
数
を
増
や
し
て
い
く
た
め
に
は
、
職
位
・
職
責
等
に
応
じ
た
任

用
要
件
と
賃
金
体
系
（
い
わ
ゆ
る
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
）
な
ど
、
資
格
が
適
正
に
評
価
さ
れ
る

仕
組
み
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
処
遇
改
善
加
算
を
取
得
す
る
事
業
所
に
お

い
て
も
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
整
備
率
は
約
５
割
に
留
ま
っ
て
い
る
。
県
で
は
、
社
会
保
険

厚
生
部
長

厚
生
部
長

脳
性
ま
ひ
等
の
重
症
児
や
発
達
障
が
い
児
等
へ
の
支
援
拠
点
と
し
て
期
待
さ

れ
る
「
富
山
県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
・
こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が

１
月
に
開
業
見
込
み
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
あ
る
施
設
、
運
営
と
す

る
の
か
。

Ｑ
．

Ａ
．

障
が
い
児
を
支
援
す
る
た
め
の
「
こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、「
医
療
用
ガ
ス
、

生
体
モ
ニ
タ
ー
を
備
え
た
重
症
児
専
用
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
整
備
」、「
病
院
部
門
と
こ
ど
も
支

援
部
門
と
が
ひ
と
つ
の
施
設
と
し
て
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
、
医
師
、
看
護
師
、
訓
練

士
等
に
よ
る
重
症
児
に
対
す
る
チ
ー
ム
医
療
の
充
実
」、「
重
症
児
を
抱
え
る
親
に
対
す
る

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
養
育
指
導
等
を
行
う
た
め
の
親
子
入
所
室
の
設
置
」、「
重
症
児
の
家

族
の
病
気
、
一
次
的
な
休
息
等
に
対
応
す
る
た
め
の
専
用
の
短
期
入
所
病
床
の
確
保
」
を

行
い
、
重
症
児
に
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
へ
の
支
援
を
充
実
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
多
様
な
障
が
い
へ
の
対
応
を
強
化
す
る
た
め
、「
児
童
精
神
科
医
に
よ
る
発
達

障
が
い
児
へ
の
診
断
や
支
援
の
充
実
」、「
難
聴
児
の
聴
力
確
保
の
た
め
の
検
査
・
訓
練
の

充
実
」、「
高
い
専
門
性
が
必
要
と
さ
れ
る
障
が
い
児
歯
科
の
新
設
」
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
障
が
い
児
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
必
要
な
訓
練
等
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
は
じ
め
と
し
た
各
施
設
や
市
町
村
へ
の
支
援
機
関
と

し
て
取
り
組
み
た
い
。

知

　事

知

　事

障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
の
自
立
支
援
と
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
に
、
放
課
後
や
夏
休
み
等
の
長
期
休
暇
中
、
生
活
能
力
向
上

の
た
め
の
訓
練
等
を
継
続
的
に
提
供
す
る
こ
と
で
自
立
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
放
課
後

等
の
居
場
所
づ
く
り
を
担
う
の
が
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
も
と
よ
り
、
年
齢
や
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
す
る
と
い
う
富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ
て
も
、
障
が
い
特

性
や
専
門
人
員
の
面
か
ら
、
情
緒
障
が
い
が
あ
る
児
童
生
徒
は
受
け
入
れ
困
難
と
判
断
さ

れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

現
在
、
県
内
で
は
、
21
事
業
所
（
定
員
２
２
５
人
）
で
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
実

施
さ
れ
て
お
り
、
富
山
県
障
害
者
計
画
に
よ
る
と
、
平
成
30
年
度
末
ま
で
に
30
か
所
の
整

備
を
目
標
と
し
て
い
る
。
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障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
が
学
校
の
放
課
後
に
過
ご
せ
る
場
所
と
し
て
、
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
も
っ
と
整
備
す
べ
き
と
考
え
る
。

Ｑ
．

Ａ
．

事
業
を
開
始
す
る
事
業
者
は
、
多
く
が
N
P
O
法
人
等
の
小
規
模
な
民
間
団
体
で
あ
り
、

初
期
経
費
等
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
や
、
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
を
支
援
す
る
人
材
が

必
要
な
こ
と
か
ら
、
27
年
度
か
ら
開
設
に
要
す
る
初
度
調
弁
等
に
対
す
る
助
成
制
度
を
創

設
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
生
活
環
境
へ
の
著
し
い
不
適
応
行
動
を
示
す
児
童
生
徒
へ
の
適
切
な
支
援
が
行
わ

れ
る
よ
う
事
業
所
の
職
員
向
け
の
基
礎
研
修
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
27
年
度
か
ら

は
、
個
別
ケ
ー
ス
に
応
じ
た
適
切
な
支
援
方
法
を
習
得
す
る
た
め
の
実
践
研
修
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
、
事
業
者
等
へ
支
援
し
て

い
く
。

厚
生
部
長

厚
生
部
長

特
別
支
援
学
校
教
諭
免
許
状
の
取
れ
る
大
学
や
新
た
に
取
得
可
能
な
学
科
を

創
設
し
た
大
学
等
を
重
点
的
に
訪
問
し
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。

Ｑ
．

Ａ
．

特
別
支
援
学
校
教
諭
免
許
状
が
取
得
可
能
な
大
学
は
、
現
在
、
国
公
立
・
私
立
を
合
わ

せ
て
、
全
国
で
１
４
０
大
学
あ
る
。
こ
の
内
、
こ
こ
３
年
間
で
、
新
た
に
特
別
支
援
学
校

教
諭
の
免
許
状
の
取
得
が
可
能
な
学
科
を
創
設
し
た
大
学
は
17
大
学
あ
る
。

現
在
、
加
点
制
度
の
Ｐ
Ｒ
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
お
り
、
近
日
中
に
全
国
の
大

学
に
送
付
す
る
と
と
も
に
、
県
内
の
全
て
の
小
・
中
・
高
校
・
特
別
支
援
学
校
へ
配
布
す
る
。

ま
た
、
今
年
は
特
別
支
援
免
許
が
取
得
可
能
な
大
学
を
積
極
的
に
訪
問
し
、
加
点
制
度
を

Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
し
て
、
特
別
支
援
の
免
許
取
得
を
促
進
し
、
一
人
で
も
多
く
受
検
し
て
も

ら
う
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

教
育
長

教
育
長

特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
向
け
た
意
気
込
み
を
問
う
。

ま
た
事
業
実
施
に
あ
た
り
、
特
別
支
援
学
級
数
に
占
め

る
担
任
の
免
許
状
保
有
割
合
な
ど
の
目
標
を
定
め
、
計

画
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ｑ
．

Ａ
．

加
点
制
度
導
入
を
契
機
と
し
て
、
よ
り
多
く
の
大
学
生
等
に
特
別
支
援
の
免
許
を
取
得

し
て
も
ら
い
、
本
県
の
教
員
の
特
別
支
援
免
許
保
有
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

平
成
27
年
度
は
「
特
別
支
援
教
育
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
教
員
研
修
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
、
各
高
校
を
巡
回

し
て
指
導
助
言
を
行
う
専
門
の
指
導
員
を
２
名
配
置
し
、
高
校
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育

の
充
実
を
図
る
。

目
標
設
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
、
関
係
機
関
や
有
識
者
等
で
構
成
す
る
特
別
支

援
教
育
推
進
協
議
会
を
設
置
し
、
教
員
の
専
門
性
を
向
上
さ
せ
て
い
く
方
策
な
ど
に
つ
い

て
、
十
分
に
検
討
す
る
。

知

　事

知

　事

３
月
５
日（
木
）

３
月
５
日（
木
）

労
務
士
を
事
業
所
に
派
遣
し
て
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
整
備
を
支

援
す
る
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
県
内
事
業
所
で
の
介
護
福
祉
士
の
従
事
状
況
は
、
26

年
４
月
１
日
現
在
で
、
民
間
社
会
福
祉
事
業
所
の
介
護
職

員
９
７
２
２
人
の
う
ち
、
介
護
福
祉
士
は
５
５
１
３
人
、

57
％
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
27
年
度
報
酬
改
定
で
は
、
介
護
福
祉
士
の
配
置
を

促
進
す
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
強
化
加
算
に
、
配

置
割
合
に
応
じ
た
よ
り
高
い
加
算
区
分
が
創
設
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
加
算
制
度
に
つ
い
て
事
業
所
へ
の
周
知
に

努
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
サ
ポ
ー
ト

事
業
を
実
施
し
て
、
よ
り
多
く
の
有
資
格
者
が
や
り
が
い

を
持
っ
て
介
護
現
場
で
働
け
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

厚
生
労
働
省
は
、
『
職
場
に
お
け
る
腰
痛
予
防
対
策
指
針
』
の
中
で
、
腰
部
に
著
し
い

負
担
の
か
か
る
作
業
の
軽
減
の
た
め
に
、
「
作
業
を
自
動
化
、
又
は
機
械
化
す
る
こ
と
」
、

「
適
切
な
補
助
機
器
等
を
導
入
す
る
こ
と
」
を
推
奨
し
て
い
る
。

ま
た
扱
う
重
量
は
、
成
人
男
性
で
あ
れ
ば
体
重
の
40
％
以
下
、
女
性
で
あ
れ
ば
男
性
の

60
％
程
度
と
す
る
よ
う
明
記
さ
れ
て
い
る
。

Ｐ
I
C
K 
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本
県
の
介
護
現
場
に
お
け
る
介
護
補
助
機
器
の
導
入
状
況
は
ど
う
か
、
ま
た
、

そ
の
普
及
に
向
け
た
支
援
策
に
つ
い
て
。

Ｑ
．

Ａ
．

介
護
現
場
に
お
け
る
介
護
補
助
機
器
の
導
入
は
、
良
質
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
身
体
的
な

負
担
が
大
き
い
労
働
環
境
の
改
善
、
ひ
い
て
は
職
員
の
定
着

を
促
進
す
る
な
ど
、
大
変
効
果
が
高
い
も
の
と
考
え
る
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
16
施
設
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

電
動
ベ
ッ
ド
は
全
て
の
施
設
で
導
入
さ
れ
て
い
た
が
、
入
所

者
を
体
位
変
換
す
る
時
に
使
用
す
る
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
シ
ー

ト
は
13
施
設
、
ベ
ッ
ド
か
ら
移
動
す
る
際
に
使
用
す
る
ス
ラ

イ
デ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド
は
11
施
設
、
施
設
内
で
の
移
動
な
ど
で

使
用
す
る
リ
フ
ト
は
10
施
設
に
留
ま
っ
て
い
た
。

26
年
度
か
ら
は
、
介
護
環
境
改
善
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
８
法
人
に
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
と
し
て
、
癒
し
系

ロ
ボ
ッ
ト
の
「
パ
ロ
」
や
、
介
助
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
自

立
型
歩
行
用
リ
フ
ト
が
導
入
さ
れ
、
６
法
人
に
事
務
効
率
化

の
た
め
の
情
報
共
有
ソ
フ
ト
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
が
導
入

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
引
き
続
き
介
護
現
場
で
の
介
護
機

器
導
入
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

厚
生
部
長

厚
生
部
長
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選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
が
大
き
な
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

選
挙
権
年
齢
を
「
18
歳
以
上
」
に
引
き
下
げ
る
公
職
選
挙
法
改

正
案
は
、
今
月
、
６
月
中
に
も
成
立
す
る
見
通
し
で
す
。

そ
も
そ
も
こ
の
改
正
は
、
憲
法
改
正
に
お
け
る
国
民
投
票
の
年

齢
を
18
以
上
に
引
き
下
げ
た
改
正
国
民
投
票
法
に
準
じ
て
行
わ
れ

る
も
の
で
、
成
立
す
れ
ば
公
布
後
一
年
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
早
け
れ
ば
来
年
夏
の
参
議
院
議
員
選
挙
か

ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

一
方
、
先
の
統
一
地
方
選
で
は
、
全
国
的
に
そ
の
投
票
率
の
低

さ
が
目
立
ち
ま
し
た
。
中
で
も
富
山
県
に
お
け
る
20
歳
か
ら
24
歳

の
投
票
率
は
、
22
％
で
し
た
。
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
て
も
、
行
使

し
な
い
若
者
が
増
え
続
け
る
と
し
た
ら
、
非
常
に
も
っ
た
い
な
い

と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
投
票
率
さ
え
上
が
れ
ば
い
い
と
い
う
考
え
方

に
は
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。
や
は
り
、
投
票
す
る
者
ひ
と
り
ひ
と
り

の
「
意
思
の
あ
る
一
票
」
で
あ
る
か
ら
こ
そ
の
民
意
な
の
で
す
。

結
論
と
し
て
は
、
学
校
現
場
で
も
も
っ
と
政
治
に
つ
い
て
学
ば

せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
は
単
に
各
政
党
の
主
義
主

張
を
学
校
現
場
に
持
ち
込
む
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
政
治
と
生

活
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
る
べ
き
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
知
っ
て
こ
そ
、
そ
こ
か
ら
思
い
が
生
ま
れ
、
意
見
と

な
り
、
意
志
の
あ
る
一
票
に
繋
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

若
者
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
策
は
、
目
新
し
い
ポ
ッ

プ
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
本
質
を
丁
寧
に
伝

え
て
い
く
と
い
う
実
直
な
行
動
で
し
か
な
い
の
で
す
。

htpp://www.pref.toyama.jp/section/0100/
６月議会一般質問の詳しい様子は、富山県議会のホームページでご覧いただけます。

http://www.okunoeiko.jp/ ぜひご覧ください。

全
般
的
に
充
足
率
が
低
く
な
っ
て
い
る
介
護

福
祉
士
養
成
校
に
対
し
、
高
校
と
も
連
携
を

と
っ
て
、
職
場
定
着
対
策
や
介
護
の
仕
事
に

誇
り
を
持
て
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
な
ど
、

介
護
人
材
の
養
成
・
確
保
に
今
か
ら
危
機
感

を
も
っ
て
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
所

見
を
問
う
。

Ｑ
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県
で
は
こ
れ
ま
で
も
中
高
校
生
等
の
福
祉
職
場
体

験
、
介
護
福
祉
士
養
成
校
と
高
校
と
の
担
当
者
会
議

や
高
校
生
へ
の
出
前
講
座
を
開
催
し
て
い
る
。

ま
た
平
成
27
年
度
は
、
定
年
退
職
後
の
介
護
職
へ

の
再
就
職
を
促
す
中
高
年
向
け
の
出
前
講
座
の
開
催

や
、
定
着
・
離
職
防
止
対
策
と
し
て
、
新
任
介
護
職

員
の
合
同
入
職
式
や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
に
取
り

組
む
。
加
え
て
人
材
の
確
保
・
定
着
に
は
、
給
与
水

準
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
国

に
介
護
報
酬
の
改
善
を
強
く
要
請
し
て
き
た
と
こ
ろ
、

平
成
27
年
度
改
定
に
お
い
て
は
、
処
遇
改
善
加
算
が

拡
大
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
よ
り
多
く
の
事
業
所

に
お
い
て
適
切
に
加
算
を
取
得
し
、
処
遇
改
善
に
努

め
て
ほ
し
い
。

な
お
、
民
間
企
業
に
よ
る
介
護
機
器
や
介
護
ロ
ボ

ッ
ト
の
研
究
開
発
に
も
支
援
し
て
い
る
。
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